
  

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kyoiku-bunka-sports/shakaikyoiku/kankeikikan/bunkazai-hogo/kizuna/index.data/kizuna57.pdf
http://www.pref.gifu.lg.jp/kyoiku-bunka-sports/shakaikyoiku/kankeikikan/bunkazai-hogo/kizuna/index.data/kizuna57.pdf


0 100m

（S=1/2000）

凡例

弥生時代中期
 方形周溝墓

弥生時代後期
 方形周溝墓

古墳時代前期
 方形周溝墓

当時の河川 大溝

荒尾南遺跡Ｃ地区の方形周溝墓
図１



③工程

④工程

⑤工程

②工程 ⑥工程

⑦工程

⑧工程

⑨工程

A A’

B B’
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周囲を土手状に盛土した後、その内側を充填するように盛土して造られた方形周溝墓（例 SZc40)
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①工程 
周溝部も含めて全体を地表面から 30～40 ㎝掘り下げる。墳丘中央部が最も深くなるようにし、墳丘裾に
あたる部分を方形に巡る畦状に少し高く残した上で、周溝部を墳丘裾部よりも少し深くする。 

②工程 
方形の畦状の高まりにさらに盛土をして、土手状にしているが、南辺中央ではその盛土は確認できない。 

③工程 
全体的に黒色系の粘質土を盛る。縁辺部ほど厚く盛っているため、中央部の凹みがやや目立つ。 

④工程 
縁辺部やや内側に土手状に盛土する。北辺では比較的厚いが、北東隅から南辺にかけては北ほど盛土を
していない。 

⑤工程 
中央の凹みを充填するように盛土する。まず中央から南半にかけて土を入れ、その後中央から北半に土
を入れている。それでも中央部はやや凹みが残る。 

⑥工程 
縁辺部やや内側に土手状に再び盛土するが、北辺と南辺では確認できるもの、北東隅から東辺、南東隅
では確認できない。可能性として、南中央から西辺、北中央にかけてコの字形に盛土をしていることが考
えられる。この盛土では、南辺の盛土は２回に分けている可能性がある。 

⑦工程 
再度中央に凹みができており、ここを埋めるように中央から東辺にかけて盛土している。この盛土をす
る前に遺体を置いている可能性が高い。 

⑧工程 
東辺のみ⑥工程の土手状盛土がなく、低いままであったところに、北辺や南辺と高さを揃えるように盛
土をする。 

⑨工程 
最終的な盛土をするが、このときには、各辺の縁を１～２ｍ程平坦に残して、中央部及び南東隅に盛土
している。 


